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alon Fakir, 1774?-1890 ）はタゴール家の領地であったクシュティ
アに暮らしていた。現在クシュティアにはラロン廟があり、そこはバウルにとっての聖地である。タゴール本人がラロ に会っていたかは定かではないが、タゴールの五兄ジョティリンドロナト 確実にラロンと親交があった。このジョティリンドロナトが描いたとされるスケッチが、ラロンの唯一の肖像画ある。　
ラロンの生涯はしばしば謎に包まれている。定説によれば、
ヒンドゥーとして生まれ ラロンは、聖地巡礼の際に病に倒れ、仲間に置き去りにされたところをム リムによって救われ、いったんムスリムとなっ のち バウルの道 入ったとされる。そんな自らの生い立ちを意識したラロンの歌がある
みなが問う、ラロンはいったいどんな生まれなのか？ラロンは言う、生まれにどんな形があるというのか、この目で見たことはない、
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地でバウルと出会い、その歌に完全に魅了された。バウルの歌はある種、タゴールの理想の形態でもあったのである。タゴールは言う、 「彼らは貧し 。満足な衣服も着ていない。見た目では、彼らがいかに偉大であるかわかるすべはない。しかしその彼らが、どれほど深遠なテーマをいともたやすく語ってみせることか」 。そしてまた、バウ とタゴールのこんなやり取り
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感じ続けていたのだろう。詩人としてのありようにおいても、その創作のエッセンスにおいても、タゴールはバウルから多くを得た。そしてそれが最も色濃く表れている は、タゴールの詩よりも歌である。　
バウルと出会う前からタゴールも多くの歌を作っていた。タ




その中にはバウルの歌の旋律をそ まま採用し も 少なくない。例えば今日でもしばしば耳にする「も 君の呼び声を聞いて
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であり、これもまた、バウルの の旋律に乗せたものである。「ショデシュ」の歌は、独立運動が活発になるにつれ、ますます広く歌われるようになるが、分離独立後、パキスタンに参加した東ベンガルでは、タゴールソングは一時期パキスタン政府によって禁止される憂き目 あう。それでも、否 そ ゆえますますこれらの歌はうたい継がれ、一九七一年、この地が独立戦争に突入すると、人々はとりわけ「黄金のベンガル」に独立
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への思いを託すようになっていった。そしてついに独立を果たしたあかつきに、この歌はそのままバングラデシュ国歌となる。　「黄金のベンガル」を書いたのと同じころ、一九〇五年にタゴールの『バウル』という歌詞集が出版されている。そのうちのひとつ
―




























ノズルルは生まれも育ちも性格も、そして生涯の歩みも なにからなにまでタゴー とは対極の存在であった。ただひとつ共通しているのは、詩人として絶大な存在であると同時に、 の世界で大き 足跡を残したこ である。ただしその歌はタゴールと異なるルーツを持つ。　
ノズルルは貧しいイスラム教徒として生を受けている。幼く
して父を亡くしたことでさらに 活に窮し、イスラム教徒のための初等学校モクトブを終えると、わずか十歳にして自ら身を立てることを余儀なくされた。このとき、叔父の率いていたレトという旅芸人の一座に加わったことが ノズ ルの生涯を決定づける。レトにおいては歌の技量がその成否を左右するが、ここでノズルルは歌作りを叔父から学ぶのである。レトにおける歌とは即興の歌であり、その真骨頂はコビガン 呼ば る歌
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一座でコビアルになることを夢見ている。ニタイはドームの出身である。ドームとは、その地域では最下層に位置付けられるカーストで、ムガル時代には傭兵として働 ていたも の英領時代になって没落し、職業的な強盗団に身をやつしたと説明されている。しかしニタイは家業 つくこ を阻み、ひとりクーリー
（荷運び）
として働きながらあちらこちらにコビガンを聴
































勝負であろうか。そしてバックシンガーは即興の文句のうち、気の利いた部分を繰り返す。ヴァールミキ ラーマーヤナを書いた詩人、ガルーダはヴィシュヌ神が乗る天界の巨鳥、カリユガはインド古来循環すると考えられてきた四つの時代設定うちの最後の時代、暗黒時代のこと。現在はカリユガに属するので、なんでもありうる、というわけである。ちなみにこうした祭りの場では、皿代わりに使われるバナナの葉が散乱する。「ごみ箱に散らばるバナナの葉、天に昇って行きたいだとさ」はこのあと何度も繰り返されるフレ ズ なる。　
ニタイはキャリアあるモハデブに同等の攻撃をしかけるこ
とはできず、この勝負には負けてしまう。それでも の日 スターはニタイであった。もちろん強盗稼業の家族 攻撃されたニタイは傷つくが それは歌の席のこと、それがお互い 確執となって引きずられることはない。　
このコビガンの世界に、わずか十歳のノズルルは身を置い
































インドに進出し、 「売れ 」レコードを模索した結果、広く人気を博していたノズル の歌に注目が集まったのである。　
実は「現代詩人」ノズルルはインド政庁から目をつけられて
















ない異国の香りも独特の魅力を放つ。ただしノズルルの 「異国」は西洋ではない。インド古来からの「異国」 、 すなわちペルシャに行きつく「西方」の香りである。　
実は『ブルブル』に収められたこの歌は、ガザルの形式で書
かれており、このペルシャ起源の詩形はそれまでベンガルではあまり知られていなかった。イスラム教徒のノズルルには、もともとアラビア語やペルシャ語の素養があったが、それを本格的なものとしたのは、軍隊時代である。ノズルル 属した連隊はほぼすべての時期を現パキスタン カラチで過ごし、そこノズルルはガザル形式 歌作りを学んだ。 『ブルブ 』よりガザルをもうひ つ
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を受けてその対句を幾度となく繰り返す。そしておそらくここにも、コビアルとしてつちかったノズルルのスキルが生きている。　
ノズルルの絶頂期はこの『ブルブル』出版のころである。当









いずれもが実はベンガルの民俗歌謡をその源泉としている。およそ宮廷文化が発達することのなかったベンガルでは、一般民衆こそが芸術文化の主たるパトロンであり続け、それは今日においても変わらない。そして同じ民俗歌謡をもとにしながら、バウルは求道者として、コビアルはエンターテナーと てその道を切り開いてきた。コビアル率い コビガン、特に勝負としてのそのありようは今日ではほとんどその姿を消したが、バウルの歌は今な 典型的なその姿とともに健在である。も とも今日のバウルは川岸で人の来る を待っているだけでは い、海外にまで公演旅行をするバウルもいれば、
C
Dをヒットさ
せるバウルもいる。それでも はや りバウルであり、有名になるバウ を尻目に、どこか人里離れた場所に佇む「本物の」バウルを捜し求め も が引きも切らな 。そしてこれが「黄金のベンガル」の、今日の音楽シーンである。
